
レンコンのカルテック施肥例	 	 	 	 	 	 （１０アール当り） 

（３～４月、前作の

収穫終了後） 
 

地力つくり 

右記４種を同時に施肥

して耕起し、代掻きしま

す。 
植付け迄に２０日以上、

なるべく長く日数をお

いて下さい。 
 
※前作の茎葉残渣も土中で

分解・醗酵させます。 
	 もし前年に腐敗病が多か

った場合にも、ラクトバチ

ルス投入後、湛水日数が充

分あれば、フザリウム，ピ

シウムは減らせますから、

田に残渣を残して下さい。 

ラクトバチルス   １．２ｋｇ 

堆厩肥        １トン（～２トン） 

硫 安        ６０ｋｇ 
（または大豆粕等の有機肥料・複合肥料でＮ：１２㎏） 
※実際の施肥量はＮ：２０㎏ほど施されている場合が

多いのですが、多肥で増収する訳ではありません。 
※水田としては多肥ですが、植付け時にＥＣ：０．２

程度になっていることが大事です。微生物が活動し

ていないと、有機肥料・緩効性肥料でも高ＥＣにな

っている例が よくあります。肥料濃度が高いと腐
敗・褐斑も多く、濃度障害をおこすこともあります。 

 
畑のカルシウム(またはカルテックＣａ粒)６０㎏ 
※レンコンの理想土壌ｐＨは、乾燥状態の田で６．０

～６．３です。［ｐＨ（ＫＣｌ）で５．５～６．０］	

	 これを目安にカルシウム量を増減して下さい。	

	 （使用する資材は、どちらでも構いません）	

	 乾燥状態で低ｐＨの田も、湛水後は還元状態になり、

ｐＨ：６．０前後に変りますが、カルシウム（塩基）

が不足していることには変りありません。	
	
※（微生物を殺す石灰窒素は	使わないで下さい）	

（６月上旬） 
植付け後４０日頃、 
第１回・追肥 

種ハスを植付け（４月）、 
常時湛水し、約４０日後、  
茎葉維持のための追肥 
 
＜状態によって＞ 
 
※立葉は地下茎の先の方向	

を向いて、一定間隔で並ぶ

ものです。向きや間隔がバ

ラバラになっている場合

は 土に異常があります。 

尿 素１０㎏  

※生育の状態によって、施用するか否か決めます。 

	 立葉の生長が不足していて、その原因がチッソ不足	

にある時のみ、尿素の追肥をします。	

	 田水のＥＣが０．４以上の場合は	チッソ不足ではな

く、土と根の障害です。濃縮酵素液５～１０リットル

を水口から流して下さい。このほうが強く生長を促

進します。	

	 もし特に高チッソだったり、土から悪臭のあるガス

が湧いている場合は	ラクトバチルス ６００ｇ。	

	 チッソ過多の場合は、何も追肥しないか、カルテッ

クＣａ粒２０㎏を施します。	

（７月上旬） 
第２回・追肥 

芽回しの後、 
（早生なら開花始め頃）  
レンコンの形成・肥大

のための追肥 
 
<必須>	

	

※レンコンの追肥は	アゼか	

ら散布し、葉に乗らないよ

うにします。田に入って芽

や地下茎を踏まないよう

に注意。	

尿 素     １０ｋｇ（Ｎ：５ｋｇ） 

カルテックＣａ粒（または畑のカルシウム） 

２０㎏ （～４０㎏） 

ラクトバチルス ６００グラム 
 
※根茎部に養分を転流させ、レンコン肥大のもとを作

るためには、チッソと同時にカルシウムを追肥しま

す。このカルシウム追肥は、レンコンが揃って丸く

肥大・充実し、傷・曲がりが少なく、弾力があって

固くならず、美味しくなる	決め手となります。	

	 （特に夏季に日照不足の場合は	カルシウムを多く）	

※夏～秋に微生物も疲労して来ます。また９月以降、

収穫前のカラ刈りで落ちる茎葉も分解させる必要

があるので、ここでラクトバチルスを補充します。	

※追肥は、最も浸透性のよい 尿素をお勧めします。カルテック栽培で１０ｋｇ程度なら、ＥＣはあまり上がりません。 
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